
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
は
、
令
和
に
な
り
初
め
て
の
新

春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
本
県
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
の
推
進
に
各
段
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
、
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
69
回
全
国
高
Ｐ
連
大
会
京
都
大
会
に
は
、

本
県
か
ら
４
０
２
名
の
多
く
の
皆
様
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
本
会
を
代
表
と
す
る
も
の
と

し
ま
し
て
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、

本
会
の
重
要
事
業
の
一
つ
に
位
置
付
け
て
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
各
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者

研
修
会
も
計
画
の
と
お
り
全
て
が
無
事
終
了

し
ま
し
た
。
世
話
人
校
・
研
修
担
当
校
の
皆

様
に
は
ご
多
忙
の
中
、
準
備
か
ら
運
営
ま
で

携
わ
っ
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
京
都
大
会
及
び
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
指

導
者
研
修
会
の
報
告
は
、
静
岡
県
高
Ｐ
連

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

昨
年
は
４
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
日
本
で
開
催
さ
れ
、

日
本
チ
ー
ム
が
初
め
て
ベ
ス
ト
８
に
進
出
し

日
本
全
体
が
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
静

岡
県
の
エ
コ
パ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
も
４
試
合
が

行
わ
れ
、
日
本
人
だ
け
で
な
く
多
く
の
外
国

人
が
本
県
を
訪
れ
、
本
県
の
子
ど
も
た
ち
は

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
出
場
国
に
つ
い
て
調

べ
た
り
、
対
戦
チ
ー
ム
の
国
歌
を
覚
え
て
応

援
し
た
り
、
学
校
の
教
科
書
で
は
学
べ
な
い

グ
ロ
ー
バ
ル
と
い
う
感
覚
を
肌
で
感
じ
と
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
敗
戦
チ
ー
ム

が
勝
っ
た
相
手
チ
ー
ム
に
対
し
て
敬
意
を
表

す
る
場
面
や
、
フ
ァ
ン
が
国
を
超
え
て
互
い

に
応
援
し
あ
う
姿
に
、
感
動
と
勇
気
を
与
え

て
く
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ

と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
も
楽
し
み

で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
内
で
は
、
台
風
15
・

19
・
21
号
に
よ
り
１
０
０
名
以
上
の
方
が
亡

く
な
り
、
12
万
棟
の
住
宅
が
浸
水
な
ど
の
被

害
を
受
け
る
大
規
模
自
然
災
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
並
び
に
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
、
改
め
ま
し
て
お
悔
や
み
と
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
年
々
進
行
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
異
常
気
象
は
、
地
球
温

暖
化
に
よ
る
気
温
上
昇
が
原
因
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
学
校
で
も
授
業
や
部
活
動
中
の
熱

中
症
対
策
は
必
要
不
可
欠
な
こ
と
と
な
り
、

多
く
の
高
校
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
に
よ
り
エ

ア
コ
ン
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
子
供

た
ち
の
尊
い
命
を
守
る
た
め
災
害
へ
の
準
備

や
安
全
な
学
校
環
境
の
確
保
に
つ
い
て
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
協
力
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
11
月
に
来
年
度
か
ら
始
ま
る

大
学
入
試
に
お
け
る
英
語
民
間
試
験
が
見
送

り
に
な
っ
た
こ
と
は
、
学
校
は
も
ち
ろ
ん
進

学
希
望
の
高
校
２
年
生
と
そ
の
保
護
者
に

と
っ
て
大
変
衝
撃
的
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
進
路
に
関
す
る
こ
と
は
、
将
来
に
大

き
な
影
響
が
あ
る
た
め
高
校
生
に
と
っ
て
は

最
大
の
関
心
事
で
す
。
全
国
高
Ｐ
連
が
隔
年
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で
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
対
し
て
実
施
し
て
い
る
「
高
校

生
と
保
護
者
の
進
路
に
関
す
る
意
識
調
査
」

で
は
、
高
校
生
の
63
％
が
保
護
者
に
「
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
ほ
し
い
」
と
答
え
て
い
る
の

に
対
し
、
保
護
者
の
71
％
が
子
ど
も
に
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
の
は
「
難
し
い
」
と
答
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
社
会
の
変
化
に
伴
い
高
校

生
に
求
め
ら
れ
る
資
質
や
能
力
も
変
わ
り
、

雇
用
や
受
験
シ
ス
テ
ム
も
変
化
す
る
な
ど
子

ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
多
様
化
し
て
い
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
比

例
し
て
情
報
量
も
飛
躍
的
に
増
え
、
皆
様
が

育
っ
た
高
校
時
代
と
は
大
き
く
変
化
を
し
て

い
る
た
め
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
乗
り
越

え
る
た
め
に
は
、
保
護
者
と
学
校
と
の
連
携
、

保
護
者
ど
う
し
の
連
携
が
大
切
な
こ
と
の
一

つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
皆
様
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を

お
お
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
出
会
う

楽
し
さ
、
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
と
い
う
気
持
ち

を
、
会
員
一
人
一
人
が
共
有
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
改
め
ま
し
て
、
本
会
の

活
動
に
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
静
岡
県
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Ｔ
Ａ
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県
内
10
地
区
と
特
別
支
援
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

指
導
者
研
修
会
が
、
６
月
か
ら
10
月
に
か
け

て
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
指

導
者
研
修
会
は
、
本
会
の
事
業
の
中
で
も
重

要
な
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
各
地
区

の
実
施
内
容
を
県
全
体
で
共
有
で
き
る
よ
う

に
報
告
書
に
ま
と
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

公
表
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
開
催
に
対
し

て
高
Ｐ
連
及
び
安
全
振
興
会
か
ら
助
成
金
を

出
し
て
支
援
し
て
お
り
ま
す
。
各
地
区
で
は
、

下
表
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
講
演
会
に
よ
り
会

員
の
資
質
向
上
に
務
め
た
り
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
な
ど
を
通
し
て
日
ご
ろ
の
親
の
悩
み

に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
っ
た
り
大
き
な
成

果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

年
１
回
開
催
で
地
区
内
す
べ
て
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
集
ま
る
大
き
な
大
会
で
あ
り
、
研
修
を
担

当
す
る
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
は
日
ご
ろ
の

お
忙
し
い
中
で
、

計
画
・
運
営
に
あ

た
っ
て
い
た
だ
き
、

本
会
と
し
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
も
ま
す

ま
す
充
実
し
た
研

修
会
と
な
る
こ
と

を
祈
念
し
て
お
り

ま
す
。

地区名 開催日時 会　　場 世話人
理事校

内　　　容 参加人数
（昨年度）（テーマ、発表、分科会、講演等）

賀    茂 ７月３日（水）
14：00～15：30

河津バガテル公園
オランジェリー 稲　取

テ 社会的自立に向けた心の教育 100
（100）講 子どものレジリエンスを育てるには

三島・田方 ７月２日（火）
14：00～17：00 函南町文化センター 伊　東

テ 青少年の人格形成 128
（122）講 子どものレジリエンスを育むには

沼 　 津
・

駿 　 東

７月４日（木）
13：00～16：30 沼津市立図書館 沼津工業

テ ストレスフル時代を生き抜く我が子のために

195
（189）分

ＰＴＡ主催行事の計画について（協力とその課題）
学校の進路指導とＰＴＡの関わりについて
学校と保護者の連携について
ＰＴＡと地域の連携について

講 ストレスフル時代を生き抜く我が子のために

富 　 士
・

富 士 宮

９月13日（金）
14：00～17：00

富士市文化会館
ロゼシアター 富士宮北

テ 子育てに正解はない
271

（265）
発 完璧を求めないＰＴＡ活動に
発 未来に向かってＰＴＡと学校で創る新たな伝統
講 思春期の心のもがきと親の対応

清    水 ９月６日（金）
14：30～16：45

マナーハウス
エリザベート 清水南

テ これからの時代に生きる高校生に期待すること 115
（139）講 集団での問題解決とコミュニケーション

静    岡 10月５日（土）
14：30～17：00 クーポール会館 科学技術

テ 知る力、活かす力、応える力を発揮できる高校生を育成する
215

（193）発 科学技術高校少林寺拳法部演武・PTA紹介
講 世界遺産　富士山

志太・榛原 ７月５日（金）
13：00～16：50 焼津市文化センター 清流館

テ 高校生に適した食育
201

（198）講 自分を好きになる方法
講 ストレスに負けない生き方

掛    川 ７月５日（金）
13：00～16：40

ふじのくに
茶の都ミュージアム

小笠
掛川西

テ 楽しい話し方
78

（75）講 楽しい話し方
講 一杯のお茶から広まるコミュニケーション

磐    田 ７月27日（土）
13：00～16：30

月見の里学遊館
うさぎホール 袋井商業

テ 子どもの心を動かす家族の力
150

（150）講 家族への思い
分 「家族」をテーマにグループ情報交換会

浜 松 南 部
　 　 北 部

６月14日（金）
14：00～16：40 呉竹荘 浜松湖東

テ
子どもがインターネットを利用する際の注意事項

159
（168）

～みんなで考える情報モラルとコミュニケーション～

講
子どもがインターネットを利用する際の注意事項
～みんなで考える情報モラルとコミュニケーション～

分 「情報モラルの指導方法について考える」

特別支援Ｐ連 ６月15日（土）
14：30～16：10

静岡県コンベンション
アーツセンター
グランシップ

沼津聴覚特支
総会・研修会

99
（88）発 チーム★輝きへ事業報告

発 プレジョブ活動（御殿場特支）

地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
研
修
会
報
告　
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本
年
度
の
高
校
生
善
行
表
彰
選
考
委
員
会

が
令
和
元
年
10
月
11
日
（
金
）
に
静
岡
市
の

ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
に
お
い
て
行
わ
れ
、
個
人

14
人
、
団
体
13
部
活
動
の
受
賞
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

本
事
業
は
、
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
推
進

事
業
一
環
と
し
て
、
昭
和
53
年
度
か
ら
始
ま

り
今
年
度
で
41
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

表
彰
が
決
ま
っ
た
個
人
ま
た
団
体
の
中
に

は
、
普
段
、
お
と
な
し
く
目
立
た
な
い
、
ま

た
、
団
体
に
お
い
て
は
、
な
か
な
か
県
大
会

上
位
に
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
部
活
動

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
生
徒
た
ち
の
善

意
を
し
っ
か
り
と
認
め
て
あ
げ
て
、
顕
彰
す

る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い
ま
す
。
高
校
生
の

多
く
善
行
に
よ
り
、
よ
り
良
い
社
会
の
醸
成

が
図
ら
れ
、
ま
た
、
生
徒
自
身
の
自
己
肯
定

感
や
自
己
有
用
感
も
高
め
ら
れ
、
更
に
、
他

の
生
徒
へ
も
良
い
影
響
が
あ
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。

　

受
賞
さ
れ
た
個
人
・
団
体
の
皆
様
へ
は
、

高
Ｐ
連
か
ら
、
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
年
度
も
た
く
さ
ん

の
推
薦
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

 

受
賞
数 　
（　

）
内
は
昨
年
度

　

個
人
の
部　

14
人　
　
　
（
７
人
）

　

団
体
の
部　

13
部
活
動　
（
４
部
活
動
）

（
掲
載
順
は
東
中
西
部
の
順
）

[

個
人
の
部]　

①
氏
名（
敬
称
略
）　

②
内
容

 

静
岡
市
立
清
水
桜
が
丘
高
等
学
校 

①　

１
年
生　

望
月　
翼　
さ
ん

②　

�

踏
切
で
自
転
車
横
断
中
の
男
性
が
車
を

避
け
よ
う
と
し
て
転
倒
。
電
車
が
近
づ

い
て
い
る
中
、
男
性
の
救
出
の
手
助
け

を
し
た
後
、
緊
急
停
止
ボ
タ
ン
を
押
し
、

電
車
は
１
０
０
ｍ
手
前
で
止
ま
り
助

か
っ
た
。

 

静
岡
県
立
科
学
技
術
高
等
学
校 

①　

１
年
生　

小
林　
昂
生　
さ
ん

　
　

１
年
生　

井
柳　
日
向　
さ
ん

②　

�
駅
構
内
で
手
す
り
に
も
た
れ
か
か
っ
て

い
た
男
子
高
校
生
を
見
つ
け
、
安
否
を

確
認
後
、
駅
員
に
連
絡
す
る
と
と
も
に

救
急
車
を
要
請
し
た
。
男
子
高
校
生
の

所
属
高
校
に
も
状
況
を
電
話
し
て
遅
刻

す
る
こ
と
を
連
絡
し
た
。
 

静
岡
県
立
科
学
技
術
高
等
学
校 

①　

１
年
生　

桶
谷　
樹
生　
さ
ん

　
　

１
年
生　

山
梨　
英
里　
さ
ん

　
　

１
年
生　

時
田　
和
弥　
さ
ん

②　

�

登
校
時
、
道
路
で
自
転
車
乗
車
中
に
転

倒
し
た
女
性
を
発
見
し
、
安
否
を
確
認

後
、
道
路
脇
ま
で
運
び
、
応
急
処
置
を

行
い
、
救
急
車
を
要
請
し
た
。

 

静
岡
県
立
相
良
高
等
学
校 

①　

３
年
生　

西
村　
円　
さ
ん

②　

�「
Ｓ
Ｃ
Ｈ
地
域
活
動
相
高
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
希
望
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
）
に
お
い
て
、
全
校
の
中
で
、
３

年
間
で
最
も
多
く
活
動
に
参
加
し
た
。

地
元
の
祭
の
運
営
補
助
、
海
岸
防
潮
堤

壁
画
塗
り
、
お
盆
の
行
事
等

 

静
岡
県
立
天
竜
高
等
学
校 

①　

１
年
生　

後
藤　
颯
人　
さ
ん

②　

�

ア
パ
ー
ト
が
全
焼
し
た
火
事
に
お
い
て
、

消
防
隊
の
到
着
前
に
住
人
２
人
を
救
出

し
た
。
救
助
さ
れ
た
方
が
民
生
委
員
に

報
告
し
た
。

 

静
岡
県
立
新
居
高
等
学
校 

①　

２
年
生　

鈴
木　
海
人　
さ
ん

②　

�

Ｊ
Ｒ
駅
前
で
発
生
し
た
バ
イ
ク
と
歩
行

者
の
接
触
事
故
の
際
、
警
察
と
救
急
車

へ
の
連
絡
を
速
や
か
に
行
っ
た
。
事
故

を
目
撃
し
た
一
般
市
民
か
ら
学
校
に
連

絡
が
あ
っ
た
。

 

静
岡
県
立
新
居
高
等
学
校 

①　

３
年
生　

和
久
田　
彩
翔　
さ
ん

　
　

３
年
生　

植
田　
大
斗　
さ
ん

　
　

３
年
生　

増
谷　
竜
樹　
さ
ん

　
　

３
年
生　

本
間　
健
真　
さ
ん

②　

�

Ｊ
Ｒ
電
車
内
で
、
急
に
具
合
が
悪
く

な
っ
た
女
性
に
声
を
か
け
、
途
中
下
車

し
た
際
に
体
を
支
え
る
な
ど
幇
助
し
、

女
性
が
落
ち
着
く
ま
で
傍
ら
で
付
き

添
っ
た
。
女
性
か
ら
学
校
に
連
絡
が

あ
っ
た
。

 

静
岡
県
立
新
居
高
等
学
校 

①　

２
年
生　

中
村　
祥
裕　
さ
ん

②　

�

朝
、
Ｊ
Ｒ
駅
改
札
口
で
特
別
支
援
学
校

の
生
徒
が
定
期
券
の
期
限
切
れ
で
、
駅

か
ら
出
ら
れ
な
く
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ

に
遭
遇
し
、
運
賃
を
代
わ
り
に
支
払
っ

て
あ
げ
た
。
そ
の
後
、
特
別
支
援
学
校

の
生
徒
か
ら
学
校
に
連
絡
が
あ
っ
た
。

[

団
体
の
部]　

①
団
体
名　

②
内
容

 

静
岡
県
立
伊
東
高
等
学
校
城
ヶ
崎
分
校 

①　

吹
奏
楽
部

②　

�

平
成
26
年
度
か
ら
毎
年
地
元
の
演
奏
会

な
ど
の
運
営
補
助
や
行
事
で
の
演
奏
に

よ
り
地
域
貢
献
を
し
て
い
る
。

 

静
岡
県
立
伊
東
高
等
学
校
城
ヶ
崎
分
校 

①　

美
術
部

②　

�

鉄
道
カ
ー
ド
下
の
通
路
が
防
犯
上
危
険

な
た
め
、
壁
面
に
カ
ラ
フ
ル
な
絵
を
描

い
て
市
民
か
ら
好
評
を
得
た
。

 

静
岡
県
立
伊
東
商
業
高
等
学
校 

①　

野
球
部

　
　

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

②　

�

台
風
被
害
を
受
け
た
老
人
福
祉
施
設
の

ト
イ
レ
用
の
水
の
運
搬
や
折
れ
た
植
木

や
落
ち
葉
の
片
付
け
を
し
た
。

 

静
岡
県
立
静
岡
高
等
学
校 

①　

弦
楽
合
奏
部

②　

�

平
成
25
年
か
ら
毎
年
介
護
付
き
有
料
老

人
ホ
ー
ム
「
は
な
ま
る
ハ
ウ
ス
若
松
」

令
和
元
年
度「
高
校
生
善
行
表
彰
」

個人の部　記念品
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で
の
慰
問
演
奏
を
し
て
い
る
。

 
静
岡
県
立
静
岡
高
等
学
校 

①　

吹
奏
楽
部

②　

�
平
成
25
年
か
ら
大
石
内
科
医
院
で
慰
問

演
奏
を
し
て
い
る
。
地
元
「
安
東
ま
つ

り
」「
麻
機
ま
つ
り
」「
三
保
音
楽
祭
」

に
も
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て

い
る
。

 

静
岡
県
立
静
岡
高
等
学
校 

①　

マ
ン
ド
リ
ン
部

②　

�

平
成
23
年
度
か
ら
県
立
総
合
病
院
や
こ

ど
も
病
院
で
の
院
内
コ
ン
サ
ー
ト
を
毎

年
開
催
し
て
い
る
。

 

静
岡
県
立
静
岡
城
北
高
等
学
校 

①　

吹
奏
楽
部

②　

�

平
成
26
年
か
ら
毎
年
地
域
の
敬
老
会
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏
を
し
て
い
る
。

 

静
岡
県
立
静
岡
城
北
高
等
学
校 

①　

筝
曲
部

②　

�

平
成
27
年
か
ら
毎
年
地
域
の
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

演
奏
を
し
て
い
る
。

 

静
岡
県
立
静
岡
城
北
高
等
学
校 

①　

ギ
タ
ー
部	

②　

�

平
成
24
年
か
ら
毎
年
地
域
の
図
書
館
な

ど
の
公
共
施
設
、
高
齢
者
介
護
施
設
な

ど
で
演
奏
会
を
し
て
い
る
。

 

静
岡
県
立
掛
川
工
業
高
等
学
校 

①　

ギ
タ
ー
部

②　

�

平
成
19
年
度
か
ら
毎
年
福
祉
施
設
、
授

産
施
設
、
老
人
介
護
施
設
な
ど
で
慰
問

演
奏
を
し
て
い
る
。

 

静
岡
県
立
天
竜
高
等
学
校
春
野
校
舎 

①　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

②　

�

平
成
５
年
か
ら
26
年
間
、
月
１
回
独
居

老
人
宅
に
配
送
さ
れ
る
お
弁
当
の
掛
紙

作
り
を
し
て
い
る
。

 

静
岡
県
立
天
竜
高
等
学
校
春
野
校
舎 

①　

吹
奏
楽
部

②　

�

平
成
23
年
か
ら
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

へ
月
１
回
程
度
訪
問
演
奏
を
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
地
域
の
文
化
発
表
会
、
ま
つ

り
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
演
奏
活
動
を
し
て

い
る
。　

　

令
和
元
年
10
月
24
日
（
木
）
午
後
か
ら
、

愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
「
ウ
イ
ン
ク
あ

い
ち
」
に
お
い
て
、
第
２
回
理
事
会
及
び
第

１
回
委
員
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
第
２
回
理
事
会
の
報
告
】

一
　
報
告
事
項

　

①
全
国
高
Ｐ
連
理
事
会
・
定
期
総
会
の
報
告

　

②�

全
国
高
Ｐ
連
会
長
・
事
務
局
長
連
絡
会

の
報
告

　

③�

令
和
元
年
度
東
海
地
区
高
Ｐ
連
岐
阜
大

会
報
告

二
　
協
議
事
項

　

①
令
和
２
年
度
東
海
地
区
高
Ｐ
連
事
業
計
画

　

②
令
和
２
年
度
東
海
地
区
高
Ｐ
連
三
重
大
会

　

日
時　

令
和
２
年
６
月
19
日（
金
）
13
時
～

　

会
場　

三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　

研
究
協
議
（
発
表
校
）

　
　

愛
知
県
立
三
谷
水
産
高
等
学
校

　
　

三
重
県
立
白
山
高
等
学
校

　
講
演

　
　

演
題　
「
生
き
る
っ
て
、
な
に
？
」

　
　
　
　

�

～
自
分
ら
し
く
生
き
て
、
自
分
を

好
き
に
な
ろ
う
！
子
ど
も
を
〝
地

球
人
〟
に
育
む
秘
訣
～

　
　

講
師　

た
か
の　

て
る
こ　

氏

　
　
　
　
　

地
球
の
広
報
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

【
第
１
回
委
員
会
の
報
告
】　

　

令
和
元
年
６
月
23
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

全
国
高
Ｐ
連
各
委
員
会
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
主
な
内
容
の
み
報
告
し
ま
す
。

①
健
全
育
成
委
員
会

　
「
バ
イ
ク
三
な
い
運
動
」
か
ら
、「
高
校
生

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
」
に
至
る
経
緯
を
確
認

し
た
。「
バ
イ
ク
三
な
い
運
動
」に
つ
い
て
は
、

各
都
道
府
県
が
実
態
に
即
し
て
判
断
・
実
施

す
る
。
ま
た
、
薬
物
乱
用
防
止
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
全
会
員
に
配
布
す
る
。

②
進
路
対
策
委
員
会

　

本
年
度
は
、
２
年
毎
に
行
っ
て
い
る
「
高

校
生
と
保
護
者
の
進
路
に
関
す
る
意
識
調

査
」
を
実
施
す
る
。

③
調
査
広
報
委
員
会

　

G
oogle 

ア
ン
ケ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
が
完
成

し
、
稼
働
し
始
め
た
。
今
後
は
ア
ン
ケ
ー
ト

の
取
り
方
、
情
報
伝
達
の
仕
方
を
考
え
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
工
夫
し
て
い
く
。

④
研
修
委
員
会

　

研
修
委
員
会
と
し
て
の
全
国
大
会
の
分
科

会
テ
ー
マ
に
関
す
る
検
討
と
今
後
の
関
わ
り

に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　

来
年
度
の
全
国
大
会
は
、「
神
話
の
国
」

出
雲
地
方
で
有
名
な
島
根
県
開
催
と
な
り
ま

す
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
祈
念
し
て
い
ま

す
。

第
一
日
目　

令
和
２
年
８
月
20
日
（
木
）

　
　
　
　
　

13
時
10
分
～
16
時
40
分

　
　
　
　
　

開
始
式
（
中
継
）・
分
科
会

　
　
　
　
　

会
場
は
、
４
市
６
会
場

第
二
日
目　

令
和
２
年
８
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　
　

９
時
10
分
～
12
時
40
分

　
　
　
　
　

�

全
体
会
（
開
会
式
・
表
彰
式
、

記
念
講
演
、
閉
会
式
）

　
　
　
　
　

会
場
は
松
江
市
内
２
会
場

（
詳
し
く
は
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。）

東
海
地
区
高
Ｐ
連

�

第
２
回
理
事
会・第
１
回
委
員
会 
報
告

令
和
２
年
度
全
国
高
Ｐ
連
大
会

�

島
根
大
会
に
つ
い
て

団体の部　記念品
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静岡県立伊東高等学校ＰＴＡ紹介

静岡県立静岡高等学校ＰＴＡ紹介

　
学
校
紹
介

　

本
校
は
、
昭
和

８
年
に
伊
東
高
等

女
学
校
と
し
て
開

校
し
て
以
来
80
有

余
年
の
歴
史
を
持

ち
ま
す
。
昭
和
23

年
に
伊
東
高
等
学

校
と
な
り
、
同
年

に
定
時
制
課
程
も

併
設
し
ま
し
た
。
昭
和
52
年
に
は
伊
東

市
街
越
し
に
相
模
灘
を
見
晴
ら
せ
る
現

在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

18
年
に
は
以
前
の
伊
東
城
ケ
崎
高
校
を

城
ケ
崎
分
校
と
し
て
併
置
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　
「
自
立
・
創
造
・
敬
愛
」
の
校
訓
の

も
と
、
文
武
両
道
を
通
し
て
地
域
に
信

頼
さ
れ
る
学
校
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
普
通
科
高
校
と
し
て
国
公
立
大
学

へ
の
進
学
実
績
を
維
持
し
つ
つ
、
部
活
動

で
も
昨
年
度
の
水
泳
部
松
本
君
の
全
国
優

勝
を
始
め
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
陸
上
部
、

演
劇
部
、
美
術
部
、
写
真
部
な
ど
が
全
国

の
舞
台
に
駒
を
進
め
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
伊
豆
東
海
岸
地
域
の
人
口
減
少
に

伴
い
、
学
校
規
模
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
令
和
５
年
度
に
は
、
城
ケ
崎
分
校
・

伊
東
商
業
高
校
の
３

校
統
合
に
よ
る
新
構

想
高
校
に
移
行
す
る

予
定
で
す
。
新
た
な

学
校
に
も
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
伊
東
高

校
の
魂
を
引
き
継
い

で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

�

校
長　

鈴
木　

伸
彦

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
紹
介 

　

伊
東
高
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
活
動
と
し

て
は
、
例
年
「
伊

高
祭
」
に
お
い
て
、

生
徒
会
の
生
徒
と

協
力
し
て
バ
ザ
ー

を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
月
末
に
は
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
あ
り
、

そ
こ
で
は
豚
汁
を
調
理
し
て
、
走
り
終

わ
っ
た
生
徒
た
ち
に
ふ
る
ま
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
が
完
走
し
た
満
足
感
と
豚
汁
の

美
味
し
さ
で
笑
顔
に
な
る
の
を
毎
年
、
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
統
合
予

定
の
伊
東
商
業
高
校
と
合
同
の
マ
ラ
ソ
ン

大
会
に
な
り
ま
す
の
で
、
走
路
観
察
な
ど

二
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
協
力
し
て
行
い
ま
す
。

今
後
は
様
々
な
活
動
で
統
合
す
る
三
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
の
在
り
方
を
模
索
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

他
の
活
動
と
し
て
は
、
地
区
懇
談
会
の

開
催
、
生
活
委
員
よ
る
祭
典
補
導
、
広
報

委
員
に
よ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
誌
「
潮
鳴
」
の

発
行
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
田
方
地
区
の
指
導
者

研
修
会
の
当
番
校
と
し
て
、
静
岡
大
学
教

育
学
部
の

小
林
朋
子

先
生
を
お

招
き
し
て
、

講
演
を
し

て
い
た
だ

き
、
そ
の

準
備
・
運
営
を
い
た
し
ま
し
た
。
各
校
か

ら
合
わ
せ
て
１
２
８
人
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

�

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

杉
山　

知
己

　
学
校
紹
介　

　

静
岡
高
校
は
、
明
治

11
（
１
８
７
８
）
年
に
創

立
さ
れ
、
校
訓「
卬
高（
こ

う
こ
う
）」
の
も
と
、
勉

学
に
励
み
、
豊
か
な
感
性

と
道
徳
心
を
備
え
、
何
事

に
も
主
体
的
に
行
動
す
る
生
徒
を
育
成
す

る
こ
と
、
将
来
社
会
の
様
々
な
分
野
で
活

躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
を
、

教
育
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
卬
高
」
と
は
、
そ
の
時
そ
の
時
の
自

分
に
満
足
せ
ず
、
自
ら
を
成
長
さ
せ
て
い

く
こ
と
。
高
い
志
を
持
ち
、
日
々
の
授
業
、

学
校
行
事
、
部
活
動
等
を
通
し
て
、
自
ら

を
高
め
て
い
く
こ
と
。
各
自
の
進
ん
だ
道

で
持
て
る
能
力
を
活
か
し
発
揮
し
、
社
会

に
貢
献
す
る
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
意
識
を

生
涯
に
わ
た
り
持
ち
続
け
る
こ
と
。
静
高

生
に
は
、「
卬
高
生
（
こ
う
こ
う
せ
い
・

高
き
を
仰
ぐ
生
徒
）」
で
あ
る
こ
と
を

求
め
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
教
職
員
は
、
保
護
者
・
地
域
・

同
窓
生
の
皆
様
と
協
力
し
、
教
育
を
取

り
巻
く
状
況
の
変
化
を
捉
え
、
時
代
の

変
化
や
社
会
の
要
請
を
念
頭
に
、
多
様

な
教
育
活
動
を
通
し
て
、
生
徒
達
の
高

い
志
と
主
体
性
を
引
き
出
し
、
支
え
・

育
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
６
月
の
高
Ｐ
連
研
修
会
の
際
、

講
師
の
「
笑
い
文
字
普
及
協
会
」
の
廣

江
ま
さ
み
様
に
、
校
訓
「
卬
高
」
の
二

文
字
を
「
自
ら
立
て
た
志
や
希
望
に
向

か
っ
て
、
困
難
や
苦
労
が
あ
っ
て
も
、

笑
顔
で
進
ん
で
欲
し
い
」
と
の
願
い
を

込
め
て
書
い
て

い
た
だ
き
、
校

長
室
入
り
口
に

掲
示
し
て
い
ま

す
。

�
校
長　

志
村　

剛
和

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
紹
介 

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
４
つ
の
委
員
会
を

組
織
し
、
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
活
性
化
を
目
的
と
し
、
新

規
の
活
動
を
２
つ

取
り
入
れ
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

ト
イ
レ
清
掃
で
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
、

学
校
側
に
ト
イ
レ

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
要
望
を
出
す
と

と
も
に
、
ま
ず
は

自
分
達
で
、
ト
イ
レ
を
隅
々
ま
で
綺
麗
に

し
て
み
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
趣
旨
で
、

土
曜
日
の
午
後
、
合
計
６
回
、
ト
イ
レ
清

掃
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
活
動
の

中
で
、
ト
イ
レ
を
綺
麗
に
使
っ
て
も
ら
お

う
、
と
い
う
こ
と
で
一
部
壁
の
塗
装
を
し

直
し
、
そ
こ
に
絵
を
飾
る
事
に
な
り
ま
し

た
。
古
び
た
ト
イ
レ
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。
来
年
度
以
降
も
継
続
で
き
れ
ば
良

い
と
思
い
ま
す
。
二
つ
目
は
補
導
委
員
で
、

体
育
大
会
の
際
の
駐
車
場
へ
の
誘
導
、
来

場
者
へ
の
受
付
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
の
姿
を
間
近
で
見
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
、
多
く
の
方
に

御
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
も
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
学
校
の
活
性
化

に
寄
与
で
き
る
よ
う

な
活
動
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

�

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

和
田　

秀
基
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静岡県立池新田高等学校ＰＴＡ紹介

静岡県立御殿場特別支援学校ＰＴＡ紹介

　
学
校
紹
介

　

本
校
は
大
正
８

年
に
開
学
以
来

２
万
人
以
上
の
卒

業
生
を
輩
出
し
、

令
和
元
年
度
に
創

立
１
０
０
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
礼

譲
・
勤
労
・
協
同

の
校
訓
の
下
、
有

為
な
人
材
の
育
成

に
努
め
て
い
ま
す
。
１
学
年
定
員

１
６
０
名
の
学
校
で
す
が
、
伝
統
の
砂

丘
マ
ラ
ソ
ン
、
生
徒
会
主
催
の
マ
ナ
ー

集
会
、
御
前
崎
市
の
小
・
中
学
校
と
の

連
携
等
、
特
色
あ
る
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。　

　

そ
の
一
つ
が
部
活
動
で
す
。
近
年
で

は
剣
道
部
と
陸
上
競
技
部
が
全
国
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
有
志
部
活

動
に
よ
る
朝
清
掃
も
行
わ
れ
て
お
り
、

自
発
的
に
清
掃
を
行
う
生
徒
の
姿
も
よ

く
見
ら
れ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
が
校
外
研
修
へ
の
積
極
的
な

参
加
で
す
。「
世
界
津
波
の
日
高
校
生
サ

ミ
ッ
ト
」
に
は
３
年
連
続
で
出
場
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
国
内

外
か
ら
約
４
０
０
名

の
高
校
生
が
北
海
道

に
集
ま
り
、
津
波
防

災
に
つ
い
て
英
語
で

発
表
や
話
し
合
い
を

し
ま
し
た
。
ま
た
、

災
害
被
災
地
の
訪
問

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
県
主
催
の
モ
ン

ゴ
ル
研
修
に
も
参
加

し
て
い
ま
す
。
参
加
後
は
そ
の
経
験
を
還

元
す
る
た
め
に
、
全
校
生
徒
を
前
に
報
告

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

�

校
長　

牧
田　

恵

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
紹
介 

　

１
０
０
周
年
を

迎
え
る
池
高
に
は

伝
統
行
事
が
沢
山

あ
り
、
そ
ん
な
行

事
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
Ｐ
Ｔ
Ａ
は

本
部
役
員
９
名
を

中
心
に
地
区
理
事

や
教
職
員
、
地
域

の
協
力
を
い
た
だ
き
活
動
し
て
い
ま
す
。

し
ぶ
き
祭
の
名
前
で
親
し
ま
れ
て
い
る
学

園
祭
で
は
、
食
品
販
売
と
バ
ザ
ー
を
行
い

ま
す
。
各
家
庭
か
ら
提
供
さ
れ
た
バ
ザ
ー

の
品
は
毎
年
好
評
で
、
地
域
の
方
々
が
開

始
前
か
ら
列
に
な
る
程
で
す
。
唐
揚
げ
や

焼
き
そ
ば
等
の
食
品
販
売
で
は
、
出
来
立

て
を
食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
地
区
理
事
は

ひ
っ
き
り
な
し
に
調
理
を
し
ま
す
。
池
高

名
物
の
砂
丘
マ
ラ
ソ
ン
は
遠
州
灘
海
岸
の

砂
丘
を
走
り
ぬ
く
過
酷
な
も
の
で
す
。
終

了
後
疲
れ
た
体
に
染
み
渡
る
豚
汁
を
、
役

員
総
出
で
具
が
た
っ
ぷ
り
に
な
る
よ
う
に

作
り
ま
す
。
ど
の
行
事
も
生
徒
と
の
距
離

が
近
く
、
ま
る
で
自
分
も
高
校
生
に
戻
っ

た
気
持
ち
で
楽
し
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

校
外
研
修
に
生
徒

が
参
加
し
や
す
い

よ
う
に
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
＆
サ
ポ
ー
ト

事
業
」
も
行
い
、

金
銭
的
な
負
担
が

軽
減
で
き
る
よ
う

取
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
子
ど

も
達
に
寄
り
添
っ
た
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

�

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

後
藤　

吉
彦

　
学
校
紹
介　

本
校
は
、
昭
和
32
年
御

殿
場
市
立
高
根
小
学
校
の

特
殊
学
級
と
し
て
設
置
さ

れ
、
御
殿
場
市
立
養
護
学

校
を
経
て
、
平
成
12
年
静

岡
県
立
御
殿
場
養
護
学
校

と
し
て
開
校
し
、
今
年
度

20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

学
校
教
育
目
標
を
「
学
び
あ
い　

と
も
に

輝
き　

未
来
を
創
る
」
と
し
て
、
小
学
部
、

中
学
部
、
高
等
部
２
２
０
人
の
児
童
生
徒

が
、
清
く
雄
大
な
富
士
に
向
か
っ
て
い
っ

し
ょ
け
ん
め
い
学
ん
で
い
ま
す
。
年
間
を

通
し
た
富
士
山
学
習
や
地
域
の
方
々
と
の

花
植
え
、
清
掃
活
動
、
作
業
製
品
の
販

売
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
美
術
作
品

の
展
示
等
が
、
地
域
と
共
に
歩
む
本
校

の
特
色
あ
る
取
組
で
す
。
ま
た
、
大
学

や
家
庭
と
連
携
し
た
防
災
教
育
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
授
業
、
地
域
の
食

材
を
生
か
し
た
食
育
な
ど
、
児
童
生
徒

の
社
会
参
加
や
自
己
実
現
を
支
援
す
る

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
数

年
、
駒
門
パ
ー
キ
ン
グ
や
道
路
の
整
備

な
ど
学
校
周
辺
の
開
発
が
進
み
、
学
び

の
場
や
地
域
の
人
々
と
の
つ
な
が
り
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
「
あ
い
さ

つ　

笑
顔　

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
、
一
人

一
人
の
可
能
性
を
最

大
限
に
広
げ
て
い
き

ま
す
。
２
月
に
は

「
富
士
山
学
習
」
の

作
品
発
表
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
本
校
の
富

士
山
た
ち
に
会
い
に

来
て
く
だ
さ
い
。

�
校
長　

秋
山　

弓

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
紹
介 　

支
援
が
必
要
な
子
供

た
ち
の
成
長
や
卒
業
後

の
進
路
を
考
え
る
と
き
、

親
同
士
の
つ
な
が
り
は

大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
会
長
を

中
心
と
し
た
三
役
と
、

研
修
・
広
報
・
保
健
体

育
・
環
境
施
設
・
厚
生
・

地
域
活
動
・
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
推
進
の
七
つ
の

専
門
部
で
成
り
立
ち
、
保
護
者
全
員
が
い

ず
れ
か
の
部
に
属
し
て
い
ま
す
。
福
祉
ま

つ
り
の
バ
ザ
ー
出
店
、
親
睦
会
、
防
災
を

考
え
る
地
区
会
、
環
境
整
備
作
業
な
ど
の

活
動
を
通
じ
、
会
員
が
協
力
し
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。
ま
た
救
急
法
講
習
や
福
祉

施
設
な
ど
の
見
学
会
で
学
び
、
情
報
交
換

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
と
く
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
と

し
て
「
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
障
害
の
あ
る
子
が
、
地
元
企
業
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の
元
、
地
域
社
会
で

の
仕
事
体
験
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
の
一

員
と
し
て
居
場
所
を
持
て
る
よ
う
に
す
る

活
動
で
す
。
関
係
者
が
一
同
に
集
ま
り
、

頑
張
っ
た
子
供
た
ち

を
励
ま
す
会
も
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
活

動
で
第
69
回
全
国
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

大
会
京
都
大
会
に
お

い
て
、
団
体
部
門
の

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

開
校
20
周
年
を
迎
え
る
本
年
は
組
織
改

編
も
含
め
、
時
代
に
合
わ
せ
、
さ
ら
に
充

実
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

�

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

遠
藤　

繁
子
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本
県
で
は
、
学
校
教
育
に
加
え
、
家
庭
、

地
域
、
企
業
等
が
連
携
し
、
子
供
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
取
組
を
実
施
し
て

お
り
、
乳
幼
児
期
か
ら
社
会
人
、
高
齢
者
に

い
た
る
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
、
社
会

総
が
か
り
、
地
域
総
ぐ
る
み
で「
有
徳
の
人
」

の
育
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

県
立
高
校
に
お
い
て
は
、「
ふ
じ
の
く
に

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
計
画(

県
立
高

等
学
校
第
三
次
長
期
計
画)

」
に
基
づ
き
、

多
様
化
す
る
児
童
生
徒
の
実
態
や
地
域
社
会

の
実
情
・
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
か
ら
高
校
に
お
い
て
、

年
次
進
行
で
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領

で
は
、
子
供
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
資
質
、
能

力
と
は
何
か
を
社
会
と
共
有
し
、
社
会
と
連

携
す
る
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
が

重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に

は
、
学
校
教

育
を
学
校
内

の
み
で
完
結

せ
ず
、
身
近

な
地
域
を
含

め
た
社
会
と

の
つ
な
が
り

の
中
で
子
供

た
ち
が
学
び
、

自
ら
の
人
生

や
社
会
を
よ
り
よ
い
も
の
に
変
え
て
い
く
と

い
う
実
感
を
子
供
た
ち
に
持
た
せ
る
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
県
教
育
委
員
会
高
校
教
育
課
で

は
、
昨
年
度
か
ら
、
各
県
立
高
校
の
特
色
や

現
状
に
応
じ
、
生
徒
の
学
力
と
教
員
の
指
導

力
の
向
上
等
を
目
的
と
し
て
、「
進
学
重
点
」、

「
学
力
向
上
」、「
学
力
進
展
」の
コ
ア
ス
ク
ー

ル
33
校
を
指
定
す
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
国

際
感
覚
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身

に
付
け
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
目
的

と
し
て
「
英
語
教
育
」
の
コ
ア
ス
ク
ー
ル
６

校
を
指
定
し
、
大
学
や
地
元
企
業
と
の
連
携

し
た
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
高
校
生
が
地
元
の
テ
ー
マ
パ
ー

ク
を
一
日
運
営
し
た
り
、
地
元
商
店
街
に
高

校
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
し
た
り
、

高
校
生
が
講
師
と
な
っ
て
地
域
開
放
講
座
を

実
施
し
た
り
す
る
な
ど
、
コ
ア
ス
ク
ー
ル
事

業
を
通
じ
て
、
地
元
企
業
や
地
域
と
連
携
し

た
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
社
会
の
変
化
や
地
域
・
保
護
者

か
ら
の
期
待
に
応
え
る
「
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
」
づ

く
り
を
推
進

し
、
地
域
社

会
の
拠
点
と

な
る
魅
力
あ

る
学
校
づ
く

り
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

「
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
て
」

�

県
教
育
委
員
会
高
校
教
育
課

　

障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
、
居
住
す
る

地
域
社
会
の
中
で
、
共
に
支
え
合
い
育
ち
、

生
活
す
る
。
そ
の
よ
う
な
共
生
社
会
を
目
指

す
に
は
、
学
校
教
育
段
階
か
ら
共
に
生
活
し

共
に
学
ぶ
「
共
生
・
共
育
」
の
取
組
が
必
要

で
す
。

　

県
教
育
委
員
会
特
別
支
援
教
育
課
で
は
、

各
学
校
段
階
に
お
け
る
「
共
生
・
共
育
」
の

充
実
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

○�

「
交
流
籍
」
を
活
用
し
た
交
流
及
び
共
同

学
習

　

今
年
度
か
ら
、
県
内
全
市
町
に
お
い
て
、

特
別
支
援
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
が
居
住
す

る
地
域
の
小
・
中
学
校
に
「
交
流
籍
」
を
置

き
、
そ
れ
を
活
用
し
た
「
交
流
及
び
共
同
学

習
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

居
住
地
の
教
育
委
員
会
と
学
校
で
、
地
域

の
対
象
の
児
童
生
徒
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ

り
、
特
別
支
援
学
校
に
通
う
子
も
地
域
の
子

ど
も
で
あ
る
こ
と
の
認
識
が
深
ま
り
、
共
に

授
業
や
行
事
等
の
活
動
を
す
る
機
会
を
増
や

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
仕
組
み
を
活
用
し
、
小
学
生

段
階
か
ら
「
共
生
・
共
育
」
の
理
念
を
根
付

か
せ
、
さ
ら
に
社
会
全
体
へ
広
げ
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

〇
高
等
学
校
で
の
「
共
生
・
共
育
」

　

現
在
、
県
内
10
校
の
高
等
学
校
内
に
、
特

別
支
援
学
校
の
高
等
部
分
校
を
設
置
し
、
障

害
の
有
無
を
超
え
て
同
世
代
の
生
徒
が
活
動

の
場
を
共
有
し
な
が
ら
、
相
互
に
成
長
し
合

う
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

高
等
学
校
の
特
色
あ
る
学
科
や
特
別
支
援

学
校
の
作
業
学
習
等
を
生
か
し
た
授
業
交
流
、

双
方
の
行
事
へ
の
参
加
な
ど
を
通
し
て
、
障

害
や
障
害
の
あ
る
人
へ
の
理
解
を
深
め
た
り
、

互
い
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
見
し
、
認
め
合
っ

た
り
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
特
別
支
援
学
校
の
セ
ン
タ
ー
的
役
割

　

特
別
支
援
学
校
は
、
近
隣
の
特
別
支
援
教

育
の
セ
ン
タ
ー
的
機
能
を
果
た
す
役
目
も

担
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
を
８
地
区
に
分
け
た
高
校
間
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
担
当
の
特
別
支
援
学
校
を
置
き
、

特
別
な
支
援
の
必
要
な
生
徒
の
教
育
相
談
、

授
業
づ
く
り
へ
の
助
言
や
要
請
に
応
じ
た

ケ
ー
ス
会
議
、
巡
回
相
談
・
専
門
家
チ
ー
ム

へ
の
必
要
な
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
特
別
支
援

教
育
に
関
す
る
情
報
の
共
有
や
研
修
、
事
例

検
討
を
始
め
と
す
る
情
報
も
共
有
が
容
易
と

な
り
、
支
援
の
必
要
な
生
徒
の
「
教
育
的

ニ
ー
ズ
」
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　

学
校
間
や
関
係
機
関
と
の
連
携
、
外
部
人

材
の
活
用
、
教
職
員
の
専
門
性
の
向
上
な
ど
、

生
涯
に
わ
た
る
地
域
の
支
援
シ
ス
テ
ム
と
の

連
携
も
合
わ
せ
、
乳
幼
児
期
を
含
め
た
各
学

校
段
階
で
の
「
共
生
・
共
育
」
の
充
実
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

「
共
生
・
共
育
」
の
充
実
を
目
指
し
て

�

県
教
育
委
員
会
特
別
支
援
教
育
課
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編
集
後
記

　
会
報
の
編
集
に
あ
た
っ
て
、
過
去
の
会
報
を
調

べ
て
み
ま
し
た
。
第
１
号
は
昭
和
38
年
３
月
30
日

発
行
。
当
時
は
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
連
絡
会
会
報
」
と

い
う
名
称
で
、
第
一
次
生
徒
急
増
期
の
中
で
４
月

か
ら
県
立
高
校
10
校
が
開
校
す
る
と
い
う
記
事
と

そ
の
た
め
の
県
知
事
の
予
算
説
明
、
相
良
高
校
、

修
善
寺
工
業
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
寄
稿
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
10
年
後
に
は
高
校
生
の

非
行
や
バ
イ
ク
の
「
三
な
い
運
動
」
に
つ
い
て
活

発
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
今
は
ス
マ
ホ
の
問
題

と
、
時
代
の
変
遷
に
よ
り
保
護
者
の
悩
み
も
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
い
つ
の
時
代
も
親
の
悩
み

は
尽
き
な
い
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

�

（
事
務
局
長
）

静岡県公立高等学校ＰＴＡ連合会
期　　日 曜 日 行　　　事　（ 事 業 ） 会　　　場
５月14日 木 会計監査、第１回本部役員会、第１回理事会、被表彰者選考委員会 クーポール会館
６月３日 水 第２回本部役員会、総会（表彰式）、研修会 ホテルセンチュリー静岡
10月９日 金 高校生善行表彰選考委員会 クーポール会館
１月22日 金 第３回本部役員会 パルシェ
２月５日 金 第２回理事会、特別委員会 クーポール会館

東海地区高等学校ＰＴＡ連合会
期　　日 曜 日 行　　　事　（ 事 業 ） 会　　　場
４月23日 木 第１回理事会 ウインクあいち
６月19日 金 総会、東海地区高Ｐ連三重大会 三重県総合文化センター
10月23日 金 第２回理事会、第１回委員会 ウインクあいち
２月19日 金 第３回理事会、第２回委員会 ウインクあいち

全国高等学校ＰＴＡ連合会
期　　日 曜 日 行　　　事　（ 事 業 ） 会　　　場
６月27日 土 定時総会 東京ガーデンパレス
８月20日 木 全国高Ｐ連大会「島根大会」第１日目（午後）分科会、静岡県情報交換会 島根県
８月21日 金 全国高Ｐ連大会「島根大会」第２日目（午前）講演・分科会報告 島根県

　次代を担う青少年の心身共に健やかな成長と高等学校教育の更なる充実と発展を願っている私たちPTAは、生涯学習の視点に立脚して、自らが学び、
自らの資質の向上に努めるとともに、青少年を取り巻く社会環境の整備を積極的に推進する。また、社会教育団体として家庭・学校・地域・社会との
連携・協働を図り、家庭や地域の教育力の充実及び向上等に寄与する。そのため、次の重点目標を定め、事業を企画し積極的に推進する。
（重点目標）
　１　自主的、主体的なPTA活動を推進し、充実した魅力ある学校づくりを支援する。
　２　学校及びPTA相互の連携（幼・小・中・高）を密にし、地域ぐるみで青少年の健全育成を図る。
　３　教育環境の整備及び充実を図る。　
　４　学校や関係機関等と連携し、就職・進学等の進路指導の充実に努める。
　５　学校や関係機関等と連携し、防犯活動や交通安全教育・交通安全運動を一層推進する。

（参考）
令和３年度　静岡県公立高等学校ＰＴＡ連合会　総会・研修会：令和３年６月４日（金）ホテルセンチュリー静岡
令和３年度　東海地区高等学校ＰＴＡ連合会　静岡大会：令和３年６月 25 日（金）静岡市民文化会館

「
第
９
回
全
国
高
等
学
校
等
安
全
互
助
会

�

連
絡
協
議
会
総
会
及
び
研
究
大
会
」

　

高
等
学
校
等
の
健
康
・
安
全
教
育
や
災
害

に
対
す
る
救
済
事
業
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
こ

と
を
目
的
に
、
全
国
18
道
県
市
の
各
団
体
の

理
事
長
・
事
務
局
長
な
ど
が
集
ま
り
、
北
海

道
札
幌
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
の

鈴
木
敏
彦
元
理
事
長
が
全
国
の
会
長
を
務
め

て
い
ま
す
。

（
期
日
）令
和
元
年
10
月
３
日（
木
）～
４
日（
金
）

（
会
場
）
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌

Ⅰ　
開
会
行
事　
あ
い
さ
つ

・�

文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
地
域
学
習

推
進
課
家
庭
教
育
支
援
室
長
補
佐

・
北
海
道
教
育
委
員
会
教
育
長

・（
社
）
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長

Ⅱ　
総
会

・
前
年
度
事
業
・
決
算
報
告
（
承
認
）

・
令
和
元
年
度
役
員
選
出

・
本
年
度
事
業
計
画
・
予
算
（
承
認
）

・�

令
和
３
年
度
開
催
県（
案
）…
新
潟
県（
承
認
）

Ⅲ　
研
究
大
会

・
研
究
協
議
Ⅰ
（
全
体
会
）

　

テ
ー
マ�

「
給
付
金
の
増
加
等
に
伴
う
共
済

事
業
関
連
規
程
の
改
定
に
関
す
る

協
議
」

　

２
県
の
事
例
発
表
の
後
、
文
部
科
学
省
の

担
当
者
か
ら
助
言
・
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

・
研
究
協
議
Ⅱ
（
分
科
会
）

　

４
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
事
業
の
在
り

方
、
災
害
防
止
と
安
全
普
及
活
動
、
安
定
し

た
事
業
運
営
な
ど
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
団

体
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

「
児
童
生
徒
の
健
康
・
安
全
に
関
す
る

�

研
修
会
等
支
援
事
業
」
の
活
用
を
！

　

本
会
が
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
傷
病
見
舞
金

の
給
付
件
数
は
、
こ
こ
数
年
間
過
去
最
高
を

記
録
し
、
高
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
を
有
効
に
活
用
し
、
災
害
の
未
然
防

止
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

令和２年度　主な行事予定

一
般
財
団
法
人

�

静
岡
県
高
等
学
校
安
全
振
興
会
か
ら

鈴木敏彦会長

文科省助言・講話
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